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アリーナと家庭科室・
保健室は隣接させ、災
害時の炊き出し・救護
も想定しています。

保健室は、グランド・体
育館に近い位置に、怪我
等に即対応。また、災害
時には、家庭科室・アリ
ーナと連携できる位置と
しています。特別支援教
室にも隣接、救急車・レ
ントゲン車も横付け可能

特別支援教室は、グラン
ドから一段上がった八ヶ
岳の望める落ち着いた位
置に、子供たちの情緒安
定にも寄与させます。

屋外倉庫・屋外便所
は体育館から近く、
八ヶ岳ステップス（
運動会などの観覧席
）からも近い位置に
。外部からも玄間の
横付けが即可能な位
置です。

運動会では、八ヶ
岳をバックに望む
観覧席になります

アリーナは冬期、児童の
アプローチに対し八ヶ岳
おろし（西からの強風）
の風除けとなります。

暖房については、冬期の
児童使用や災害時の避難
所を想定し、遠赤外線暖
房を計画。

渡り廊下には冬期対策と
して可動式窓付きパネル
等の設置を計画します。

多目的教室は職員会議・
PTAなど夜間使用もしや
すい場所に設置。

赤で図示した動線は、児童が毎
日頻繁に行き来する動きを示し
ています。ふれあいホール(ﾌﾘｰ
ｽﾍﾟｰｽ)・森の図書館は、日頃か
ら児童が利用できる場所とし、
子供たち同士の交流や情報共有
が生まれる場所とすることこそ
国が提唱するSociety5.0を実現
させる、これからの小学校には
必要であると考えました。

職員室・校⾧室・事務室は、それぞれが連携出来、学
校玄関・昇降口・スクールバス昇降場である「おはよ
う広場」グランドへ向かう児童の姿、全て見渡せる要
の位置としています。来客対応や不審者侵入などのセ
キュリティー・バス乗降や登下校の子供たちの見守り
を重視したプランとしています。また、職員室は昇降
口に開いた窓を設置し、挨拶も促進させたいと考えて
います。

理科室は、観察・飼育・
栽培等の学習に適した１
階に配置しました。中庭
にも出やすい位置として
います。

全ての廊下幅は3.2m
（有効幅3m）を確保
しています

千曲川テラスは、⾧イスを置いて景観の
良い「囲炉裏端」風にしつらえることで
児童のコミュニケーション場になります

１階で接続された連絡通路は、中学のランチル
ームと小学校のふれあいホール（ﾌﾘｰｽﾍﾟｰｽ）を
結んでいます。ランチルーム・ふれあいホール
双方が小中学校相互の集会活動の場となります

ふれあいホールとランチ
ルームは通路で直結。相
互の集会活動の場に。

連絡通路

3川上村統合小学校建設事業 中学校舎と調和し、空間はゆったりと動線はコンパクトでユニバーサルデザインを実現した平面計画（1階平面計画）

おはよう広場から八ヶ岳を望む

1階平面計画概要01
 校舎の南側を平屋にして管理棟とし、北
側を２階で教室棟として配置しました。昇
降口を東の中学側に配置し、スクールバス
を乗降する「おはよう広場」に接していま
す。職員室は「おはよう広場」と昇降口に
近接して児童の登下校が見渡せる位置とし
ます。中学校のランチルームと給食厨房に
連絡通路を配置し、ランチルームと給食の
行き来をスムースにします。昇降口を入っ
て正面にフリースペース「ふれあいホール
」を配置。児童教職員が１日１回必ず通る
場所で展示スペースや情報ディスプレーを
設置し、図書室「森の図書館」とも隣接し
て、地域住民との交流に開放できる位置で
す。保健室は校庭、体育館に近く緊急車や
レントゲン車の進入し易い位置にします。
アリーナは地域開放と災害避難所として使
いやすい駐車場に近く、避難所として使用
するこを考えて給排水設備のある家庭科室
を隣接させました。

おはよう広場と管理棟03
 スクールバス乗降場「おはよう広場」
は職員室正面で見守りに適しています。
雨の日にはゆったりとった軒先が待合場
所となります。バス利用の中学生も現状
の乗降場より校舎動線が短くなります。
職員室は昇降口と「ふれあいホール」に
隣接して児童や利用者の出入りが見渡せ
ます。職員室を中心に校⾧室、事務室、
放送室、印刷室、更衣室、休憩室などを
配置して利用しやすくします。 防災関
係設備や非常用放送施設などの設置スペ
ースを設けます。保健室を挟んで特別支
援室２、多目的教室、相談室２を配置し
て機能的で利用し易い配置としました。
 また、管理棟・ふれあいホールからラ
ンチルームへ連絡通路で接続しています
ので、ランチルーム・ふれあいホール双
方が小中学校の交流の場となります。

ふれあいホールイメージ図

ふれあいホールと
森の図書館02

 「ふれあいホール」と「森の図書館」は
Society5.0を実現してゆくための、最も人
と情報が集中するスペースとして考えまし
た。発電やエネルギーの使用量を学習した
り、制作物や校外交流の展示をしたり、ボ
ルダリングを設置して遊びと体力育成を図
ったり、薪ストーブで暖房を実感してもら
います。隣接した「森の図書館」は川上村
産カラマツや大桑村産ヒノキ、根羽村産ス
ギの使用します。ツリーハウスをイメージ
させるログハウス風中2階を作り、屋根裏
空間を利用した吹抜けに設置し、読み聞か
せコーナーや中庭と一体感のある木質感溢
れる明るく開放的な空間をつくります。

アリーナと家庭科室04
 アリーナは校舎南側に南北軸に配置
し、校舎とは屋根付き渡廊下でつなが
ります。地域開放や災害時の避難所と
しての利用を考慮し駐車場に近く千曲
川から一番遠い位置となります。渡り
廊下は冬季には風除け壁(移動可能)を
設置して寒さ対策をします。風除け壁
はドア付きで校庭への動線と地域開放
の出入りを可能にします。災害時対策
として、遠赤外線暖房を予定し、太陽
光発電と非常用電源を併用します。ア
リーナを南北軸の配置とすることで、
おはよう広場や昇降口への八ヶ岳おろ
し(西からの強風)を弱めます。屋根は
地元のカラマツ材の木質を活かした構
造で計画します。家庭科室はアリーナ
が災害避難所で使用されることを考慮
してアリーナ内に配置しました。調理
と被服兼用の作業台を設置します。
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